
ＩＤインストラクショナルデザインの一歩 

第二高校の探究活動をＩＤで分析してみました。 

ＳＴＥＰ １ 

先生方がすでに実践されていることをＩＤで表すと？ 

ＡＲＣＳモデル 

満足感 

↑ 

自信 

↑ 

関連性 

↑ 

注意 

 

やってよかったな 

やればできそうだな 

やりがいが 

ありそうだな 

おもしろそうだな 

◆プレゼンテーション 

●テーマ研究発表会など複

数回のプレゼンテーション

で賞賛される機会をつく

る。 

 

◆ゴール設定 

●ルーブリックを活用した 

評価規準の明確化 

 ●ゼミ選択による 

将来の目標との連動 

◆相互評価 

●グループやゼミの中で評

価をしたり、受けたりする

ことのトレーニングをする 

 ●ポスターひな形を活用し、

探究に集中できるようにす

る。 

◆ＡＬ型授業 

 ●グループワークを活用

し、楽しい空気感を出す。 

 ●理数科や過去のプレゼン

を見て、動機づけをする。 


